
 

 

 

総合研究大学院大学運営会議（平成 26 年度第 7 回）議事要旨 

 

 

平成 26 年 11 月 5 日（水）13:30～15:30 

学術総合センター特別会議室 101,102 

 

 

（審議事項） 

1.入学料・授業料免除について 

・入学料免除の決定（平成 26(2014)年度 10 月入学分）について 

審議の結果、原案のとおり家計評価額最も低い者のうち、入試採点結果が最も高い１名を全額免

除とし、家計評価額がマイナスの者 12 名を徴収猶予とすることを承認した。 

・授業料免除の決定（平成 26(2014)年度後期分）について 

授業料免除の決定について、免除可能人数は、収容定員の 12.5％の 46 名である旨の説明があっ

た。 

①最短修業年限を１年超える者の免除対象審査 

該当者４名のうち、申請者側の事情によらない３名については、免除の対象とし、申請者側の

事情によると判断せざるを得ない１名については、免除の対象外としたい説明があり、審議の結

果承認した。 

②授業料免除順位付け 

計評価額がマイナスの者のうち、46 位までを全額免除、47 位以下 59 名を徴収猶予、家計評価

額がプラスの者及び免除対象外 1 名を含む 36 名を不許可とすることを承認した。 

さらに、特別枠（風水害の被災者から申請）の申請者 1 名について、審議の結果、原案のとお

り、全額免除と承認した。 

 

2.日本学生支援機構奨学金申請者の推薦について（秋季採用・予約採用） 

平成 26 年度日本学生支援機構奨学金秋季採用（５年一貫制博士課程（前期相当及び後期相当））に

ついて、審議の結果、原案のとおり、第一種奨学生については、前期相当２名、後期相当３名を、ま

た、第二種奨学生については前期相当のみ 1 名を推薦することを承認した。 

平成 27 年度日本学生支援機構奨学金予約採用については、審議の結果、原案のとおり、第一種奨学

生について１名を推薦することを承認した。 

 

3.日本学生支援機構奨学金の返還免除候補者の学内選考方法について 

現行は、研究科の順位を踏まえ、学長が全学的な順位づけを行っているが、多面的な選考を行うた

め、研究科の順位を踏まえ、学長及び理事により全学的な順位づけを行うことに変更したい旨の説明

があり、審議の結果、原案のとおり、承認した。 

 

4.総研大海外学生派遣事業について 

募集期間の延長を行ったが、申請がなかったため、本年度の募集は終了した旨の報告があった。 

 

 

（報告事項）  

以下の報告事項について、資料に基づき報告があった。 

1．第 3 期中期目標期間における大学改革の方向について 

2．国立大学法人総合研究大学院大学宿泊施設使用規程及び宿泊施設運用細則の一部改正について 

3．入学者選抜状況について 

4．平成 25(2013)年度評価について 

5．国立大学法人等の組織及び業務全般の見直しに関する視点説明会について 

6．「総研大科学者賞」・「総研大未来科学者賞」の選考委員について 



 

 

 

7．各種会議報告 

・特別経費「課程制大学院制度の実質化に向けた学長イニシアティブ事業」特別委員 会（第４回）

について 

8．その他 

・今後のスケジュールについて 

  


